





A Proposal for the International Mobility and Brain Circulation of Nurses
: The Case of Indonesia 
ODA Masae
 This paper critically examines “brain waste” and “brain circulation” in the international mobility 
of Indonesian nurses. Indonesian nurses hope to improve their expertise by working overseas, but a 
number of them fail to achieve their goals due to their lack of understanding of the current situation 
in the developed countries to which they intend to migrate. It can be argued that in order to engage 
in effective international mobility, they need to understand the differences in healthcare systems and 
social backgrounds between Indonesia and the developed countries where they wish to work.
 As a measure of their successful immigration, it is important that graduate schools of nursing 
in Indonesia should offer those nurses who wish to work internationally education that will allow 
them to understand better before migrating the current environment of the global workforce in the 
countries where they wish to work. It is suggested that graduate schools offer educational programs 
that will prepare nurses to complete overseas clinical training and satisfy the foreign nurse acceptance 
requirements of the acceptance country.
 This paper concludes that global education offered by graduate schools of nursing in Indonesia will 
help to prevent the unnecessary “brain waste” of Indonesian nurses while at the same time encouraging 
“brain circulation.”
キーワード	： インドネシア人看護師、国際移動、人材育成、頭脳循環










































































































































































































シンガポール 1.6 2.2 2.8 6
マレーシア 4.4 7.2 8.5 29
ブルネイ 5.3 8.4 9.9 27
タイ 7.9 11.3 13.1 26
ベトナム 12.8 19.0 23.8 49
フィリピン 13.7 23.5 29.9 120
インドネシア 14.4 24.5 29.3 190
カンボジア 17.6 32.3 37.9 170
ミャンマー 25.5 39.8 50.5 200
ラオス 29.1 53.8 71.4 220
ASEAN
以外
英国 2.8 3.9 4.6 8
オランダ 2.6 3.3 4.0 6
ドイツ 2.2 3.2 3.9 7
米国 4.0 5.9 6.9 28
カナダ 3.4 4.6 5.2 11
オーストラリア 2.4 3.4 4.0 6
サウジアラビア 8.8 13.4 15.5 16










シンガポール n.d. n.d. 47 59 1.7
マレーシア 27 34 99 131 5.8
ブルネイ n.d. n.d. 58 65 3.0
タイ 12 210 119 149 12
ベトナム 16 30 144 209 19
フィリピン n.d. 24 292 438 27
インドネシア 32 2269 183 272 25
カンボジア 8.5 1076 400 715 66
ミャンマー 12 2652 373 473 49
ラオス ＜ 5 1655 197 488 53
ASEAN
以外
英国 11 n.d. 13 201 17
オランダ n.d. n.d. 6.1 n.d. 7.6
ドイツ n.d. n.d. 5.8 n.d. 7.5
米国 n.d. n.d. 3.3 n.d. 4.1
カナダ 8.9 n.d. 5.0 n.d. 8.1
オーストラリア 5.1 n.d. 6.2 n.d. 11
サウジアラビア n.d. 0.4 14 274 202





















































力に向けた管理システム法 2004 年（Clinical 
Performance Development Management System 
for Nurse and Midwife act in 2004）、地域保健看




































調 査 項 目： ①基本属性、②インドネシアの保健医療の現状について、③インドネシア人看護師の国外就労について、④外国人看
護師への教育制度について
対 象 者 と 所 属： 看護師 26 名（C 私立総合病院 10 名、日本人向け診療所 13 名、他 3 名）
＊国外就労経験者は 7 名（日本 6 名、サウジアラビア 1 名）
調 査 方 法： アンケート（26 名）、インタビュー（6 名、内 4 名は国外就労経験者）
調 査 期 間： 2015 年 3 月 14 日－ 23 日（10 日間）
2．看護教員へのアンケート
調 査 項 目： ①基本属性、②インドネシアの保健医療の現状について、③インドネシア人看護師の国外就労について、④外国人看
護師への教育制度について
対 象 者 と 所 属： 看護大学教員 13 名（C 私立総合病院付属）
調 査 方 法： アンケート（13 名）、インタビュー（3 名）
調 査 期 間： 2015 年 3 月 14 日－ 23 日（10 日間）
3．医師へのアンケート
調 査 項 目： ①インドネシアの保健医療の現状について、②インドネシア人看護師の国外就労について、③外国人看護師への教育
制度について
対 象 者 と 所 属： 消化器内科医師 1 名と呼吸器内科医師 1 名（C 私立総合病院）
＊国外就労経験者（フィリピン、日本）
調 査 方 法： インタビュー
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4 英国は 2005 年頃から労働賃金増加による経営不
振に陥る医療機関もでてきて、また、自国看護師























5 2013 年時点の就学率は小学校で 95.71％、中学




Accelerated Program Registered Nurse （APRN）は
薬物などの処方権限を持ち医師と協働で仕事をし
ている。その他、限られた分野で診断や処方、治
療ができる Nurse Practitioner （NP）、各専門領域
において高度な知識を持ち、管理的なリーダー
シップがとれる Certified Nurse Specialist （CNS）、




7 2005 年の時点で看護学修士の資格を持った S2
看護師は全体の 0.25 ％のみで、S1 が 2.75 ％、






9 Nursing in the World Editorial Committee (2008) 
p.66
10 Button,L., et al. (2004)
11 日本との経済連携協定により日本に国際移動した
外国人看護師。







は合計 43 億 5836 万円（外務省が 16 億 5928 万
円、厚生労働省が 14 億 1949 万円、経済産業省が




13 インドネシアの私立看護大学での学費は 4 年間
で 9600 万 -1 億 6488 万ルピア（約 128 万 -208 万
円）とされている。奥島美夏（2009a）英国の看
護学部がある大学（外国人看護師の教育プログラ
ム：ONP の実施大学）の 4 年間の学費は、総額














English Language Test ：IELTS）7.0 以上の提出が
義務付けられており、また、これまでの看護業務


















師の 85％が 5 年以内に帰国するとの報告がある。













20 WHO の 2011 年の統計によると、インドネシアの
人口 1 万人に対して看護師数は 8 人とされている。
21 クェート、アラブ首長国連邦、サウジアラビアへ
の就労希望は 0％であった。
